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︱
ま
ず
１
期
目
を
振
り
返
っ
て

の
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
と
に
か
く
初
め
て
の
経
験

で
無
我
夢
中
の
４
年
間
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
旧
東
郷
町
と
の
合
併

を
は
じ
め
、
長
年
の
悲
願
だ
っ
た

鉄
道
高
架
切
り
替
え
と
新
日
向
市

駅
の
開
業
、
全
国
初
の
公
立
小
中

一
貫
教
育
校「
平
岩
小
中
学
校
」の

開
校
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
語

り
継
が
れ
る
事
業
を
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
期
目
の
就
任
時
に

挙
げ
た
49
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
市
民
と
の
約
束
）も
、
87
㌫
達
成

し
ま
し
た
。
私
な
り
に
一
定
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

︱
今
後
、
４
年
間
の
任
期
中
最

初
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
何
で

す
か
。

市
長　

日
向
市
が
昭
和
39
年
に

「
日
向
・
延
岡
新
産
業
都
市
」の
指

定
を
受
け
40
年
以
上
が
経
ち
ま
し

た
。
当
時
、
細
島
工
業
港
周
辺
に

造
成
し
た
３
０
０
㌶
の
工
業
用
地

は
、
ま
だ
１
０
０
㌶
が
未
利
用
の

ま
ま
で
す
。
ま
ず
こ
の
未
利
用
地

の
全
て
に
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
は
、
細
島
４
区
工

業
団
地
に
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
㈱

が
進
出
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
企

業
の
製
品
は
、
世
界
で
も
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後

の
事
業
展
開
に
も
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
中
国
木
材
㈱
で

す
。
こ
れ
ま
で
川
上（
生
産
）、
川

中（
流
通
）、
川
下（
加
工
）の
間
で
、

進
出
計
画
に
は
賛
否
両
論
あ
り
ま

し
た
。
現
在
、
三
木
会（
県
造
林

素
材
生
産
事
業
協
同
組
合
連
合

会
、
県
森
林
組
合
連
合
会
、
県
木

材
協
同
組
合
連
合
会
）に
県
、
市

も
加
わ
り
、
地
元
業
者
と
の
共
存

共
栄
に
向
け
て
の
協
議
が
進
ん
で

い
ま
す
。
私
は
、
運
命
共
同
体
で

[
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市
政
に
か
け
る
想
い
。
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　
２
期
目
を
迎
え
た
黒
木
健
二
市
長
に
よ
る
、
市
政
の
運

営
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
黒
木
市
長
が
２
期
目
の
抱
負
と
具
体
的

な
取
り
組
み
を
語
り
ま
す
。
聞
き
手
は
、
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ

ィ
ア
ワ
イ
ワ
イ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
桑
原
未み

き来
さ
ん
で
す
。

あ
る
日
向
・
入
郷
地
域
は
も
と
よ

り
、
県
北
、
さ
ら
に
は
県
全
体
の

林
業
活
性
化
の
た
め
に
も
中
国
木

材
㈱
の
誘
致
実
現
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
つ
ぎ
に
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
少
子
化
対
策
は
高
齢
者
対

策
と
同
じ
く
大
変
重
要
な
課
題
で

す
。
し
か
し
、
一
自
治
体
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
国
の
政

策
と
し
て
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
早

期
に
乳
幼
児
医
療
や
妊
婦
健
診
の

費
用
助
成
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
運
動

の
本
格
実
施
な
ど
、
地
域
を
あ
げ

て
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
整
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
、
市
の
行
政
窓
口

と
し
て
、「
こ
ど
も
課
」の
設
置
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
平
成
17
年
を「
観
光
振

興
元
年
」と
銘
打
っ
て
、「
日
向
市

観
光
振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。
現
在
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ

ず
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ャ
ン

プ
や
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
な
ど
を
誘

致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
的

歌
人「
若
山
牧
水
」を
生
か
し
た
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
、
日
向
市
の

す
ば
ら
し
さ
を
全
国
へ
向
け
て
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
完
成
間
近
の「
日
向
市

農
林
水
産
業
振
興
計
画
」や
、
本

年
度
策
定
予
定
の「
日
向
市
中
小

企
業
振
興
計
画
」を
も
と
に
、
各

種
産
業
の
育
成
・
強
化
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
市
長
が
描
く
日
向
市
の
将
来

像
は
、
ど
ん
な
ま
ち
で
す
か
？

市
長　
私
た
ち
の
ま
ち
日
向
市
は

県
内
で
も
最
も
発
展
可
能
性
の
高

い
地
域
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
そ
う
い

う
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本

市
は
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然

景
観
に
加
え
、
県
内
随
一
の
外
国

貿
易
港「
細
島
港
」が
あ
り
ま
す
。

定
期
コ
ン
テ
ナ
船
が
国
内
を
は

じ
め
韓
国
に
週
３
便
、
台
湾
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
も
週
１
便
が
就
航
中

で
す
。
今
後
、
東
九
州
自
動
車
道

や
九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡
線
の

整
備
が
進
め
ば
、
陸
上
と
海
上
の

ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、

細
島
港
の
価
値
は
一
層
高
ま
り
ま

す
。
企
業
は
コ
ス
ト
削
減
に
加
え
、

い
か
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

抑
制
す
る
か
を
求
め
ら
れ
る
時
代

で
す
。
陸
上
輸
送
を
で
き
る
だ
け

減
ら
す
上
で
も
、
外
国
貿
易
港「
細

島
港
」を
持
ち
、
工
業
用
地
や
、

工
業
用
水
、
労
働
力
の
確
保
も
見

込
め
る
日
向
市
は
、
雇
用
も
増
え

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
で
し

ょ
う
。

︱
あ
わ
せ
て
地
域
の
小
児
救
急

医
療
も
大
き
な
課
題
で
す
ね
。

市
長　

日
向
・
入
郷
地
域
で
は
、

小
児
の
診
療
時
間
外
急
患
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
５
年
４
月
か
ら

門
川
町
の
済
生
会
日
向
病
院
内

に
、「
日
向
地
区
小
児
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
医
師
確
保
が
困
難

と
な
り
平
成
17
年
３
月
に
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
延
岡
市

の「
延
岡
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」

を
利
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
師
確
保
を
取
り
巻
く
問
題

は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
日
向
市
の
実

態
を
み
た
と
き
に
、
小
児
科
は
３

病
院
で
す
。
小
児
救
急
医
療
を
輪

番
で
対
応
す
る
の
は
困
難
で
す

が
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
一
番
の
ニ
ー
ズ
は
、
小
児
救
急

医
療
の
充
実
だ
と
い
う
こ
と
も
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
近
隣
自
治
体
や
医
師
会

と
連
携
し
な
が
ら
最
善
の
方
策
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱

負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
ま
ち
の
産
業
が
元
気
に
な

ら
な
い
と
、
そ
の
ま
ち
の
活
性
化

は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で

す
。
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
白
砂
青

松
の
海
岸
線
や
、
歴
史
・
文
化
、

新
鮮
な
農
水
産
物
な
ど
、
多
く
の

宝
物（
地
域
資
源
）が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
宝
物
が
十
分
生

か
さ
れ
て
な
く
、
全
国
的
に
は
ほ
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黒
木
市
長
２
期
目
の
抱
負
を
語
る
︱
。

︱
最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

２
期
目
の
市
政
に
向
け
て
の
決
意

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

市
長　
産
業
振
興
を
中
心
に
話
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
日

向
市
の
す
ば
ら
し
い
地
域
資
源
を

最
大
限
生
か
し
、
福
祉
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
向

け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

昭 和4 0年4月 宮崎県庁入庁

昭 和6 3年4月 宮崎県商工労働部工業開発監
（企業誘致担当）

平 成 �年4月 延岡市助役
平 成 4年4月 宮崎県商工政策課長

平 成 5年4月 宮崎県総務部次長
（秘書広報・国際担当）

平 成 7年4月 第９回ねんりんピック
宮崎大会事務局長

平 成 9年4月 宮崎県農政水産部次長（総括）
平 成1 1年4月 宮崎県生活環境部長
平 成1 �年6月 宮崎県農政水産部長

平 成1 3年4月 ㈳宮崎県物産振興センター
　副会長

平 成1 4年3月 宮崎県庁退職

平 成1 5年4月 ㈳宮崎県物産振興センター
　副会長（16．1．8まで）

平成16年
　　3月31日～ 第15代日向市長

平成�0年
　　3月31日～ 第16代日向市長

第 16 代日向市長　黒
く ろ き

木 健二

生年月日　昭和 18 年 1 月 �4 日
最終学歴　法政大学法学部法律学科
　　　　　　（昭和 40 年 3 月卒業）

インターネット上の日向市ホームペ
ージ「市長室へようこそ」では、選挙
期間中に挙げたマニフェスト（市民
との約束）を公開しています。また、
市民の皆さんへのメッセージ、市長
交際費や活動報告、記者への発表事
項など、さまざまな情報を発信して
います。ぜひご覧ください。
URL http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

[特集１]市政にかける想い。市長インタビュー。
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み
る
み
る
わ
か
る
今
年
の
予
算（
骨
格
編
）

[ 特集２] 平成20年度　市の当初予算のお知らせ

　

平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
は
、

３
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た

た
め
に
、
継
続
事
業
を
中
心
と
す

る
骨
格
予
算
で
す
。
前
年
度
に
比

べ
る
と
総
額
は
大
幅
に
減
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
政
策
的
事
業
、
新

規
事
業
な
ど
は
補
正
予
算
で
計
上

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
部
局
ご
と
に
一
般
財
源
枠
を

配
分
す
る「
枠
配
分
予
算
編
成
方

式
」で
す
。
政
策
重
点
化
枠
以
外

で
は
、
年
間
に
見
込
ま
れ
る
経
費

を
す
べ
て
計
上
す
る「
通
年
予
算

方
式
」で
編
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
の
協
働
と
地
域
力
の
活

用
を
基
本
理
念
と
し
た「
新
し
い

日
向
市
総
合
計
画（
実
施
期
間
：

平
成
19
年
度
か
ら
28
年
度
の
10
か

年
）」を
基
本
に
、
施
策
や
事
業
の

選
択
と
集
中
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化
や

コ
ス
ト
縮
減
を
さ
ら
に
進
め
て
、

よ
り
自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

■特別会計	 149億7,260万円
　特定の歳入・歳出を一般会計と区分し
て個別に処理するための会計です。平成
20年度は全体で15の特別会計がありま
す。
●公営住宅事業	 4億700万円

●財光寺南土地区画整理事業	 4,900万円

●財光寺南第2土地区画整理事業	 500万円

●城山墓園事業	 1,000万円

●簡易給水施設事業	 160万円

●細島東部住環境整備事業	 1,900万円

●簡易水道事業	 1億2,800万円

●下水道事業	 19億5,600万円

●農業集落排水事業	 3億5,900万円

●国民健康保険事業	 71億円

●介護保険事業勘定	 36億6,600万円

●介護サービス事業勘定	 6,500万円

●日向入郷地域介護認定審査事業	4,400万円

●老人保健事業	 6億900万円

●後期高齢者医療事業	 5億5,400万円

■企業会計
　地方公営企業法の全部または一部の適
用を受ける公営企業会計のことです。

●水道事業会計	 19億4,909万円

前年度よりも1億3,225万円 (7.3％ ) 増え
ました。
●病院事業会計	 3億5,463万円

前年度よりも2,937万円 (7.6％ ) 減りま
した。 歳

入
は
、
市

税
が
前

年
度
と

同
程
度

確
保
で
き
る
見
込
み
で
０
・
２
％

の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
調
整
な
ど
の
た
め

の
基
金
繰
入
金
を
、「
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
額
に
抑
え

る
こ
と
で
、
前
年
度
比
36
・
５
％

の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
主
財
源
全
体

で
は
、
前
年
度
比
５
・
６
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、

地
方
譲
与
税
な
ど
の
減
、
お
よ
び

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
肉
付
け

予
算
の
財
源
留
保
の
関
係
か
ら

４
・
４
％
の
減
、
市
債
も
11
・
８
％

の
減
と
な
り
、
依
存
財
源
全
体
で

は
５
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
予
算
の

編
成
方
針
と
特
色

目的ごとの使いみちを１人あたりでみると
●民生費 1��,415 円 福祉や保育所の運営などに使うお金

●土木費 61,118 円 道路・住宅の建設、河川の維持などに使うお金

●公債費 57,574 円 国や金融機関から借りたお金を返すお金

●総務費 37,041 円 市の事務や財産管理などに使うお金

●教育費 31,348 円 小中学校教育や社会教育、体育事業に使うお金

●衛生費 �5,�46 円 保健、衛生、環境業務などに使うお金

●農林水産業費 15,600 円 農林水産業の振興などに使うお金

●消防費 14,713 円 消防や救急業務、防災活動などに使うお金

●商工費 11,848 円 商工業の振興や企業誘致、観光などに使うお金

●議会費 3,850 円 議会活動に使うお金

●災害復旧費 1,�58 円 道路や農業施設などの災害復旧に使うお金

●予備費 �39 円 緊急時に備えるためのお金

●労働費 98 円 雇用対策に使うお金

◎合　計 38�,348 円 市民１人あたりの、一般会計予算額

382,348 円
使いみちは１人あたり

今年度一般会計の歳出予算総額
を、平成20年4月1日現在の市の
人口62,736人で割りました。

今
月
号
で
は
、
平
成
20
年
度
の
日
向
市
当
初
予
算

一
般
会
計
の
歳
入
、
歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

[

特
集
２]

平
成
20
年
度　

市
の
当
初
予
算
の
お
知
ら
せ

歳
出

は
、
義

務
的
経

費
で
は

職
員
数

や
退
職
手
当
な
ど
の
減
に
よ
り
、

人
件
費
が
６
・
６
％
の
減
、
扶
助

費
が
３
・
０
％
の
増
、
繰
上
償
還

に
伴
い
公
債
費
が
３
・
７
％
の
増

で
す
。
義
務
的
経
費
全
体
で
は

０
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
意
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
経

費
の
削
減
な
ど
の
要
因
も
あ
っ
て

６
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
骨

格
予
算
で
あ
る
こ
と
や
、「
財
政
改

革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
い
た
投
資
の

抑
制
を
図
っ
た
こ
と
で
20
・
１
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

財

政

用

語

を

や
さ
し
く
解
説

地
方
交
付
税　
地
方
公
共
団
体
で
の

財
源
の
か
た
よ
り
を
調
整
す
る
目

的
で
国
が
交
付
す
る
お
金
で
す
。

市
債　
大
規
模
な
事
業
を
行
う
と
き

な
ど
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
る
お
金
で
す
。

扶
助
費　
老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ

い
て
、
被
扶
助
者
に
対
し
て
支
給

す
る
経
費
で
す
。

公
債
費　
市
が
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
す
た
め

の
経
費
で
す
。

積
立
金　
公
共
施
設
の
整
備
や
福
祉

事
業
な
ど
、
今
後
予
想
さ
れ
る
支

出（
歳
出
）に
対
し
て
積
み
立
て
る

お
金
で
す
。

繰
出
金　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

ま
た
は
特
別
会
計
の
相
互
間
に
お

い
て
支
出
さ
れ
る
経
費
で
す
。

補
助
費
等　
他
の
地
方
公
共
団
体
へ

の
負
担
金
や
民
間
団
体
等
へ
交
付

さ
れ
る
補
助
金
な
ど
で
す
。

物
件
費　

人
件
費
、
維
持
補
修
費
、

扶
助
費
、
補
助
費
等
以
外
で
、
市

が
支
出
す
る
消
費
的
性
質
の
経
費

で
す
。

政 策的事業、新規事業などを盛り込
んだ、補 正（肉付）後の詳しい予算

内容や事業の概要は、財政課で８月発行
予定の広報ひゅうが別冊「みるみるわかる
今年の仕事」でお知らせします。

市の予算に関する
問い合わせは　総務部 財政課 財政係
　　　　　　　（☎内線２３３３）まで

※左右のグラフ内の数値単位は千円。
　（ ）内は総額に対する割合です。
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宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
支
局
の
存
続
を
求
め
て
、

市
は
、
国
へ
の
要
望
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
︱
。

市政の動き

国
は
、
日
向
・
門
川
・
入
郷
圏
域
を
管

轄
し
て
い
る
宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
支
局

（
鶴
町
）を
、
今
後
廃
止
す
る
と
い
う
方
針

を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
現
在
日
向
支
局
で
取
り

扱
っ
て
い
る
商
業
法
人
に
関
す
る
事
務
を

今
年
８
月
中
に
宮
崎
地
方
法
務
局
へ
、
そ

の
他
不
動
産
に
関
す
る
登
記
事
務
な
ど
は

１
年
以
内
に
延
岡
支
局
へ
移
管
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

日
向
支
局
は
県
内
７
つ
の
中
で
、
一
番

広
い
圏
域
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
圏
域
の

大
半
は
、
高
齢
化
率
の
高
い
中
山
間
地
域

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
基
盤
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
も
多
く
残
さ
れ
て
い
て
、

今
後
日
向
支
局
が
統
廃
合
さ
れ
る
と
利
用

者
の
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
人
権
擁
護
の
面
で
も
、い
じ
め
・

虐
待
な
ど
増
え
続
け
る
人
権
侵
害
に
対
し

て
、
圏
域
の
住
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て

相
談
が
で
き
る
身
近
な
窓
口
と
し
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

市
は
、
今
後
も
圏
域
の
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
支
局

の
存
続
を
求
め
て
、
国
へ
の
要
望
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
の
主
な
経
過

３
月
10
日　

宮
崎
地
方
法
務
局
長
へ
要
望

３
月
14
日　

福
岡
法
務
局
長
へ
要
望

４
月
９
日　

法
務
大
臣
政
務
官
へ
要
望

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
総
務
係（
☎
内

線
２
２
２
３
）

小
中
一
貫
教
育
校「
大
王
谷
小
中
学
校
」が
開
校

学
び
の
か
け
橋
の
、
新
た
な
伝
統
が
始
ま
る
︱
。

　

市
は
、
国
の
構
造
改
革
特
区
の
認
定
を

受
け
平
成
18
年
４
月
、
全
国
初
の
併
置
型

小
中
一
貫
教
育
校「
平
岩
小
中
学
校
」を
開

校
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
、
市
内
に

お
け
る
小
中
一
貫
教
育
校
２
校
目
と
し
て

「
大
王
谷
小
中
学
校
」が
１
日
に
開
校
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
入
学
式
は
４
月
10
日
に

あ
り
、
新
7
年
生（
98
人
）が
、
新
１
年
生

（
１
０
６
人
）の
手
を
引
き
な
が
ら
入
場
。

　

新
入
学
児
童
生
徒
の
新
し
い
学
び
舎や

で

の
生
活
と
、
大
王
谷
小
中
学
校
の
新
た
な

伝
統
の
始
ま
り
を
祝
い
ま
し
た
。

　

大
王
谷
小
中
学
校
は
既
存
の
小
中
校
舎

間
を
連
絡
通
路
で
つ
な
ぐ
併
設
型
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
２
つ
の
校
舎
を
ス
ム
ー
ズ

に
短
時
間
で
安
全
に
往
来
で
き
る
よ
う
に

と
約
１
５
０
㍍
の「
学
び
の
か
け
橋
」と
い

う
連
絡
通
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
進
め
る
小
中
一
貫
教
育
は
、
小
学

校
と
中
学
校
の
垣
根
を
取
り
去
り
９
年
間

を
見
通
す
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導

入
。
小
学
校
一
年
生
か
ら
の
英
会
話
授
業

や
教
科
担
任
制
、
選
択
教
科
や
ふ
る
さ
と

の
時
間
な
ど
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
性
や
能
力
の
伸
長
を
目
指

し
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
き

め
細
や
か
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
、「
４
・
３
・
２
」制
の
利
点

を
最
大
限
に
生
か
し
た
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
な
ど
考

慮
し
な
が
ら
、
併
置
型
・
併
設
型
・
連
携

型
を
選
択
し
、
市
内
全
小
中
学
校
で
小
中

一
貫
教
育
校
の
拡
大
・
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
教
育
推
進

係（
☎
内
線
２
４
２
４
）

５
月
１
日
か
ら
市
民
課
の
窓
口
で
は
、

本
人
確
認（
写
真
付
き
確
認
書
類
の
提
示
）が
必
要
で
す
。

近
年
、
他
人
の
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な

ど
を
不
正
に
取
得
す
る
事
件
が
、
各
地
で

相
次
い
で
い
ま
す
。

不
正
取
得
の
防
止
や
、
個
人
情
報
に
対

す
る
国
民
の
意
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、
住

民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
戸
籍
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
５
月
１
日
、施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
戸
籍
を

守
る
た
め
に
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど

の
請
求
を
す
る
人
の「
本
人
確
認
」を
厳
格

に
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
第
三
者
に
よ
る
請
求
に
も
一
定
の
制

限
を
設
け
、
ま
た
こ
れ
ら
の
違
反
者
に
対

す
る
罰
則
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

窓
口
で
は
、
本
人
が
確
認
で
き

る
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

現
在
、
市
民
課
窓
口
で
は
、
住
民
異
動

届
や
戸
籍
の
届
出
を
受
け
付
け
る
と
き

に
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
確
認

書
類
で
、
本
人
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
５
月
1
日
か
ら
は
、
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
な
ど
の
証
明
請
求
に
対
し
て
も
、

窓
口
請
求
に
来
た
人
や
、
郵
便
で
申
請
し

た
人
の
本
人
確
認
を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

・
本
人
な
ど
が
請
求
す
る
場
合

本
人
、
お
よ
び
同
じ
世
帯
員
の
住
民
票

や
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属（
祖
父
母
、

父
母
）も
し
く
は
直
系
卑
属（
子
、
孫
）の

戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
確
認
書
類

の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合

請
求
者
本
人
が
書
い
た
委
任
状
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
委
任
を
受
け
た
人
は
、
印

鑑
と
自
身
の
本
人
確
認
が
で
き
る
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
確
認
書
類
の
提

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
で
は
？

婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
・
離
縁
の
届

出
で
は
、
以
前
か
ら
厳
格
な
本
人
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
認
知
届
と
不

受
理
申
出
で
も
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写

真
付
き
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

住
所
の
異
動
に
関
す
る
届
出
で
は
？

住
所
の
異
動（
転
入
・
転
出
・
転
居
・

世
帯
異
動
）の
手
続
き
は
、
本
人
か
同
じ

世
帯
の
人
が
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。第
三
者
が
届
け
出
に
来
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。
な
お
、
窓
口
に
来

た
本
人
、
代
理
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
免
許

証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
第
三
者
が
住
民
票
や
戸
籍
を

請
求
す
る
場
合
は
、
本
人
を
確
認
し
た
上

で
、請
求
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
た
り
、

資
料
を
提
出
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
、
皆

さ
ん
の
大
切
な
戸
籍
を
守
る
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
市
民
窓
口
係　

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
３
６
）

　
税
務
証
明
に
は
、
印
鑑
、
身
分

証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

納
税
証
明
や
所
得
証
明
、
課
税
証
明
、

資
産
関
係
の
証
明
な
ど
、
税
務
証
明
の

交
付
申
請
が
で
き
る
の
は
、
本
人
、
ま

た
は
同
一
世
帯
の
親
族
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
税
法
で
守
秘
義
務
が
設
け
ら

れ
て
い
て
、
納
税
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
護
し
納
税
者
を
守
る
た
め
で
す
。

　

税
務
課
窓
口
に
本
人
が
来
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
委
任
者
本
人
が
作
成
し
た

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
法
人
関

係
の
証
明
の
場
合
も
同
じ
で
、
代
表
者

以
外
の
代
理
人
か
ら
の
申
請
に
は
、
代

表
者
印（
法
人
登
録
印
）の
押
さ
れ
た
委

任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本

人
お
よ
び
代
理
人
が
来
庁
す
る
際
は
、

印
鑑
、
身
分
証
明
書（
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
本
人

確
認
の
た
め
、
身
分
証
明
書
の
提
示
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
管
理
係

　
　
（
☎
内
線
２
１
２
４
・
２
１
２
５
） ▲大王谷小中学校入学式。新7年生が、新１年生の手を引き入場。 ▲宮崎地方法務局日向支局（日向市鶴町�丁目7番11号）

市民課窓口で
提示を求める本人確認書類

写真付き確認書類
いずれか１つ
運転免許証・住民基
本台帳カード・パス
ポート・外国人登録
証・国、または地方
公共団体の機関が発
行した免許証、許可
証、資格証明書、も
しくは身分証明書な
ど。

左の写真付き確認書
類がない場合は、次
の書類２つ以上の提
示が必要です。
保険証・年金手帳・
年金証書・学生証・
顔写真なしの住民基
本台帳カードなど。

※代理人は、上記区分と同じ本人確認書類と
　委任状が必要です。
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ら
で
も

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線2132）

市役所は☎52-2111・東郷町地域自治センターは☎69-2111

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線2133）

Q. 私は学生です。昨年、保険料を納め
ることができず「学生納付特例」の
申請をしましたが、今年はどうした
らよいでしょうか？

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

A. 収入がない学生は、保険料を納められない
ことが多いため「学生納付特例」という制度
があります。申請すれば保険料の納付が猶
予されます。前年度、申請された人に対し
ては、社会保険庁が往復ハガキによる申請
書を送付しています。この特例の適用を希
望する人は、返信用ハガキに必要事項を記
入して返送してください。ハガキが送付さ
れていない人や、これから20歳になる人
は、今までどおり市町村窓口か、社会保険
事務所での手続きが必要です。また、手続
きの際は、学生証の写し、または在学証明
書・印鑑・年金手帳を持参してください。

今年で10回目を迎える日向童謡フェスティバル。今
回は東アジア民間交流として、韓国合唱団が来日しフ
ェスティバルに参加します。日本の伝統的な童謡、唱
歌などを一緒に思いっきり歌いましょう。
と　き　６月１日㈰　開場 1�時30分　開演 13時
ところ　市中央公民館ホール
出演団体　日向市内、門川町、美郷町南郷区で活動中
の合唱サークルなど14団体
特別出演　大王谷保育園、財光寺保育園、韓国合唱団
ウンピョンウンバンウル（日本語訳／銀の鈴）
主な曲目　赤トンボ、さくらさくら、みかんの花咲く
丘、雨ふりくものこ、ふるさと など
※フェスティバル終了後、アンケートに協力いただい
た人に観葉植物などのプレゼントもあります。
問い合わせ　童謡フェスティバル実行委員会
　　　　　　（岩切☎54 － 7867　岩下☎53 － 3839）
　　　　　　九州電力株式会社日向営業所　廣田
　　　　　　　　01�0 － 986 － 70�

ももちゃんとおかあさん
おおさわさとこ／作
アリス館

ある日、ももち
ゃんのうちに

ハガキが届きまし
た。田舎のおじいち
ゃんとおばあちゃ
んからです。お返事
を書いたももちゃ
んは、商店街のポ
ストにひとりで投
函しに行きました。
ところが、商店街で
つい寄り道してし
まい…。

手軽に楽しむ小さなグリーン
藪　正秀／監修
主婦の友社

人気の小さなグ
リーンの楽し

み方や、飾り方を詳
しく解説。こけ玉や
カラーサンド植え、
テラリウムなど、見
ているだけでも楽
しめる。グリーンを
長持ちさせるため
の管理の仕方も詳
解する。

ぼくの鳥の巣絵日記
鈴木まもる／作・絵
偕成社

山の中に暮らし
て20年。その

なかで見たり、感じ
たり、調べたりした
ことをまとめた作
品。鳥たちのすがた
をとおして、自然の
四季の変化と生命
のつながりを描く。

九州　子どもとでかける
おすすめキャンプ場ガイド
ほり編集事務所／著
メイツ出版

九州と沖縄にあ
る、子連れで

行くのにもってこ
いのキャンプ場を
紹介。どんな施設な
のか、どんな準備が
必要なのか、とい
うパパ・ママの知
りたいことがひと
目でわかる構成で、
とっても便利！

■新しく入った本
◎乳と卵
（川上未映子／文藝春秋）
◎めぐみ手帳
（横田滋・早紀江／光文社）
◎葉っぱのあかちゃん
（平野隆久／岩崎書店）　ほか

乳幼児 /午前 10時 30分～11時
８日　１５日　２２日　２９日

幼　児 /午後３時 30分～４時
７日　１４日　２１日　２８日

小学生 /午前 11時～11時 30分
３日　１７日　２４日　３１日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■５月のおはなし会■

子
育
て
支
援
！

■ ５ 月 の 休 館 日 ■
１日	１２日	１９日	２６日

予告	６月１日㈰～１６日㈪は蔵書
　　	点検などのため休館します。

■５月・６月の上映会
～上映プログラム～

●５月１１日㈰
１０:３０～　　　　　　　　
タヌキと彦市　ねずみの嫁
けものの城
王さまの耳はロバの耳

※６月の上映会は、蔵書点検など
で休館中のため、ありません。

☎
54ｰ

１
９
１
９

日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
会
員
同
士
が
お
互
い
に
助
け
た
り
助
け

ら
れ
た
り
し
て
、
子
育
て
の
相
互
援
助
活
動

を
行
う
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

地
域
の
人
が
子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

例
え
ば
、
冠
婚
葬
祭
、
残
業
な
ど
で
少
し

の
間
だ
け
子
ど
も
を
預
け
た
い
と
き
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
と

希
望
の
時
間
帯
に
預
か
り
可
能
な
会
員
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
す
。

紹
介
は
無
料
で
す
が
、
預
け
先
の
会
員
に

利
用
料
金（
報
酬
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

会
員
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

お
た
す
け
会
員　

市
内
在
住
で
子
育
て
の

手
助
け
が
で
き
る
熱
意
の
あ
る
20
歳
以
上
の

人
。（
資
格
や
経
験
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
登
録
前
に
お
た
す
け
会
員
養
成
講

座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

お
ね
が
い
会
員　
市
内
在
住
で
０
歳
～
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人（
登
録
無
料
）。

両
方
会
員　
お
た
す
け
会
員
と
お
ね
が
い
会

員
の
両
方
を
兼
ね
ら
れ
る
人

ど
ん
な
と
き
に
援
助
し
て
も
ら
え
る
の
？

・
残
業
な
ど
で
保
育
所
や
幼
稚
園
、
児
童
ク

ラ
ブ
へ
お
迎
え
に
行
け
な
い
。

・
病
院
や
美
容
院
、
買
い
物
な
ど
に
行
く
間
、

子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い　

な
ど
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
54
︲
１
６
３
５
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日
向
フ
ァ

　
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

〜一緒に歌って♪楽しみましょう〜　入場無料
■６月１日㈰　童謡フェスティバル

五・七・五のリズム♪にのせて
■５月１8日㈰　市民俳句大会

Q. 住民票コードを知るには、どういう
方法がありますか？

A. 住民票コード入りの住民票を取得し住民票
コードを確認する方法があります。まず、
本人または同世帯の人が、窓口で住民票取
得の申請をしてください。その際、必要な
ものは申請者の印鑑と免許証や保険証など
の身分証明書です。また、手数料として１
通300円が必要です。なお、本人が単身世
帯で来庁が困難な場合には、時間はかかり
ますが本人が、直接郵送で請求する方法や
代理人を使って請求する方法もあります。
本人、または同世帯の人の来庁が困難な場
合は、事前に問い合わせてください。

５月10日㈯は

のとしょかんまつり
詳細は、15Pでお知らせしてます。
春

市民俳句大会で、思ったこと、感じたことを五・七・
五のリズムにのせて自由に表現してみませんか？
と　き　５月18日㈰　1�時30分から受付
ところ　市中央公民館　第４研修室
投句要領　受付時に投句用紙を配布します。
・当期雑詠句　２句１組
・投句料　１組あたり３００円
選句方法　投句者全員で互選。
表彰　１～３位まで賞状賞品、４～10位に賞品。
問い合わせ　日向市俳句会連合会　会長　和田義正
※会員も、随時募集中です。　（☎・ＦＡＸ 5� － 4473）

〜
子
ど
も
を
預
け
た
い
人
〜

と
き　
５
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
。

と
こ
ろ　
日
向
商
工
会
館
１
階「
つ
ど
い
の

広
場
た
ん
ぽ
ぽ
き
っ
ず
」

対
象　
市
内
在
住
で
０
歳

か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人
。

定
員　
先
着
20
人

申
込
締
切　
５
月
23
日
㈮

〜
子
ど
も
を
預
か
り
た
い
人
〜

　
現
在
、
お
た
す
け
会
員
の
数
が
足
り
ず
に
困

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
講
座
を
受
講
し
て
、
子
育

て
支
援
の
輪
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
講
座
＝
５
月
28
日
㈬
、
29
日
㈭
の
２

日
間
。
保
育
実
習
＝
６
月
２
日
㈪
か
ら
６
日

㈮
の
間
１
日
。（
計
３
日
間
）

と
こ
ろ　
日
向
商
工
会
館
１
階「
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
」

対
象　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
自
宅
な

ど
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

（
資
格
、
経
験
、
男
女
不
問
）。

受
講
料　
無
料

募
集
定
員　
先
着
30
人

申
込
締
切　
５
月
23
日
㈮

申
込
方
法　
日
向
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
☎
・

54
︲
１
６
３
５
）ま
で
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

 

　
　
　
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

おねがい会員へ
の登録は無料で
す。説明会後も
随時受付します。

お
た
す
け
会
員
養
成
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

お
ね
が
い
会
員
登
録
説
明
会

自動車や工場などから排出される窒素酸化物や炭化水
素に、太陽からの強い紫外線が作用すると光化学オキ
シダントと呼ばれる物質が生成されます。大気中の光
化学オキシダント濃度が0.1�ppm 以上になると県が該
当する市町村に注意報を発令します。人体への影響は、
目の刺激（チカチカする、流涙など）や鼻、喉および呼
吸気道の粘膜刺激が主な症状です。もし注意報が発令
されたら、屋外での激しい運動は避けましょう。病弱
な人、乳児、高齢者などは影響を受けやすいのででき
るだけ屋外には出ないようにしましょう。
問い合わせ　環境整備課（☎53 － ��56）

〜光化学オキシダント注意報が発令されたら〜
■大気汚染注意報をご存じですか？
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ

ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
総

務
課
秘
書
広
報
係（
☎
内
線
２
２
３
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り
に
う

か
が
い
ま
す
。

市役所は☎52-2111・東郷町地域自治センターは☎69-2111

こだわりカレーの隠し味は
趣味はパソコン。自作もしたことがあります。
料理をするのも得意です。たまに作るカレーは
とてもおいしいと友達に大好評。味噌入りのこ
だわりカレーです。カラオケにもよく行きます
よ。ストレス発散には思いっきり歌うことが一
番ですから。急がず、ゆっくりといきたいです。

佐々木　優
まさる
	さん（24歳：北町）

いっしょに青年団活動しませんか？
財光寺にある雑貨屋ブルドッグで店長をしてい
ます。２年前、成人式で実行委員をして以来、
青年団活動をしています。私たちといっしょに
何かおもしろいことに取り組みませんか？新団
員も随時募集中。実は６月に結婚予定です。彼
とは青年団で知り合いました。幸せになります。

黒木　里美	さん（23歳：塩見）

日本人から見た
ニュージーランド（上）

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で

1
年
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
NZ
）に
滞
在
し
、
２
月
に
帰

国
し
た
黒
木
綾あ
や
の乃
さ
ん（
富

高
）と
お
話
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
月
は
、
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
を
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
形
で
書
き
ま
す
ね
。

︱
NZ
と
い
う
国
を
は
じ
め

て
知
っ
た
の
は
い
つ
？

綾
乃 

中
学
�
年
生
の
こ
ろ

で
す
。
NZ
国
籍
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
か
ら
NZ
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

︱
な
ぜ
NZ
に
行
っ
て
勉
強

し
よ
う
と
思
っ
た
の
？

綾
乃 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

英
語
が
好
き
で
、
将
来
は
英

語
の
先
生
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
場

の
英
語
を
体
験
し
た
い
と
NZ

行
き
を
決
意
し
ま
し
た
。

︱
英
語
圏
の
国
は
カ
ナ
ダ

と
か
、
ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い

あ
る
よ
ね
。
な
ぜ
NZ
を
選
ん

だ
の
？

綾
乃 

NZ
は
治
安
が
良
い
と

聞
い
て
い
た
の
が
理
由
の
一

つ
で
す
。
自
然
も
い
っ
ぱ
い

で
、
な
ん
だ
か
日
向
と
似
て

い
ま
し
た
よ
。

︱
NZ
へ
行
っ
た
と
き
の
、

第
一
印
象
は
ど
う
だ
っ
た
？

綾
乃 

と
に
か
く「
暑
い
‼
」

の
一
言
で
し
た
。
NZ
へ
行
っ

た
時
期
は
、
日
本
で
は
真
冬

の
�
月
。
NZ
は
反
対
に
真
夏

で
し
た
か
ら
、
紫
外
線
も
と

て
も
強
く
、暑
く
て
暑
く
て
。

︱
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
体
験

し
た
ん
で
し
ょ
？

綾
乃 

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
た
家
に
は
、
5
才
と
9
才

の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
毎

日
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
、
本
当
に
楽

し
く
自
然
に
英
語
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
い
思
い
出
で
す
ね
。

︱
NZ
の
食
べ
物
は
ど
う
で

し
た
か
？

綾
乃 

毎
日
、
毎
日
、
お
肉

で
し
た
！　

日
本
で
は
お
米

で
す
が
、
NZ
で
の
主
食
は
じ

ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
で
す
。
太
っ

て
し
ま
っ
て
大
変
で
し
た
！

2008年３月14日☀
ニュージーランドに1年
間滞在し２月に帰国した
黒木綾乃さん（22歳：左）
と、楽しいおしゃべりの
ひととき。

グレイス・ワン（文・写真）
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

このまちの人たち	ー	ボイス

　

子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
、
物
を
大

切
に
す
る
心
が
少
し
で
も
芽
生
え
て

く
れ
た
ら

ー
。

　

お
も
ち
ゃ
病
院「
ひ
ゅ
う
が
」が
、

３
月
開
院
し
診
察
を
始
め
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
る
お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
の
年
齢
層
は
、
30
代
か
ら
70
代

と
幅
広
い
。
現
在
会
員
は
27
人
。
み

ん
な
手
先
が
器
用
で
機
械
好
き
の
人

た
ち
。
こ
れ
ま
で
に
開
い
た
２
度
の

診
察
に
は
、
多
く
の
市
民
が
子
ど
も

の
手
を
引
き
、
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を

抱
え
て
病
院
を
訪
ね
た
。
問
診
後
、

自
前
の
工
具
で
手
際
良
く
分
解
し
不

良
箇
所
を
探
す
。
通
電
不
良
や
部
材

の
摩
耗
な
ど
不
調
の
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
。
ど
う
に
か
修
理
し
よ
う
と
す
る

ド
ク
タ
ー
た
ち
の
表
情
は
真
剣
だ
。

　

お
も
ち
ゃ
の
診
察
、
修
理
は
無
料

だ
が
、
部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
に

は
、
部
品
代
の
み
実
費
を
負
担
し
て

も
ら
う
。
ま
た
、
エ
ア
ガ
ン
な
ど
、

子
ど
も
に
と
っ
て
危
険
で
有
害
な
物

は
受
け
付
け
な
い
。
開
院
日
は
、
毎

月
第
２
土
曜
日
。
場
所
は
、
月
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
ほ
し
い
。

　

物
は
溢
れ
、
欲
し
い
物
は
ど
こ
で

で
も
手
に
入
る
時
代
。
修
理
さ
れ
再

び
動
き
出
し
た
お
気
に
入
り
の
お
も

ち
ゃ
で
、
無
邪
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
。
そ
の
笑
顔
が
、
お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
た
ち
の
診
療
報
酬
に
な
る
。

お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
が
、
再
び
動
き
出
す
。

お
も
ち
ゃ
病
院「
ひ
ゅ
う
が
」開
院

壊
れ
た
玩
具
を
診
察・修
理

ー
。

ボランティアグループ
おもちゃ病院「ひゅうが」
　代表　三原達雄　会員�7人
●問い合わせ ☎ 66-0570 高橋

開院日は毎月第２土曜日、午
後１時から４時（受付は３時ま
で）。場所は月によって異なる。

次
号
へ
、
つ
づ
く
。

と　き　６月 ９日㈪ 午後１時から
13日㈮ 午後３時まで。

ところ　日向市役所　１階ロビー
●問い合わせ　市民協働課（☎56-0017）
グレイスと会えるかもよ‼＼ (^O^) ／ニュージーラン
ドのパネル展。皆さん、ぜひ見に来てくださいね～♪

世界をもっと知りたい！NZパネル展
〜 Where In The World Is ･･･ New Zealand? 〜
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自
然
を
愛
し
、
酒
を
愛
し
た

歌
人「
若
山
牧
水
」

︱
。

　

牧
水
が
詠
ん
だ
短
歌
は「
あ

く
が
れ（
思
い
こ
が
れ
る
）」の

文
学
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

旅
先
で
出
会
う
見
知
ら
ぬ
人

や
自
然
に
あ
く
が
れ
、
出
会
い

の
中
で
歌
を
詠
む
。
牧
水
は
そ

ん
な
自
然
派
の
歌
人
で
し
た
。

　

山
々
の
新
緑
が
美
し
く
映

え
、
風
薫
る
こ
の
季
節
。
牧
水

を
育
ん
だ
東
郷
町
坪
谷
で
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？ 

地
元
の
人
た
ち
の
心
の

こ
も
っ
た
も
て
な
し
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
25
日
㈰　

受
付
＝

午
前
８
時
30
分　

開
会
式
＝
９

時　

ス
タ
ー
ト
①
10
㌔
の
部
９

時
30
分
②
５
㌔
の
部
９
時
45
分

と
こ
ろ　
牧
水
公
園（
坪
谷
）

参
加
料　

１
０
０
円（
傷
害
保

険
料
と
し
て
）

申
込
方
法　
５
月
16
日
㈮
ま
で

に
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
可
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
同
実

行
委
員
会
事
務
局（
日
向
市
観

光
協
会
内
）☎
55
︲
０
２
３
５
、

 

55
︲
１
７
３
９

 

庄
手
・
梶
木
地
区
集
落
営
農
組
合
は
、

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
早
期
水
稲

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
４
月
6
日
に
は
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
約
10
㌃
の
水
田
で
田
植

え
を
体
験
。
金
本
葵き
い
ち一
さ
ん（
大
王
谷

小
２
年
）は
、「
水
が
冷
た
か
っ
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
」と
初
め
て
田
植

え
を
し
た
感
想
を
話
し
ま
し
た
。
環

境
に
や
さ
し
い
特
別
な
お
米
は
、
子

ど
も
た
ち
に
稲
刈
り
を
呼
び
か
け
、

８
月
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

名
誉
市
民
顕
彰
式
が
４
月
1
日
、
市

役
所
前
広
場
で
あ
り
ま
し
た
。
市
政

施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
3

年
か
ら
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
日
向

市
名
誉
市
民
は
、
故
三
尾
良
次
郎
さ

ん（
初
・
２
代
市
長
）、
故
藤
井
満
義

さ
ん（
３
・
４
代
市
長
）、
故
青
木
市

藏
さ
ん（
初
～
４
代
議
長
）、
故
児
玉

袈
裟
雄
さ
ん（
５
～
７
代
市
長
）の
４

人
で
す
。
式
は
遺
族
や
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
が
出
席
し
顕
彰
碑
に
献
花

を
し
て
故
人
の
功
績
を
偲
び
ま
し
た
。

子
ど
も
お
ま
つ
り
広
場
が
４
月
20

日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
市
内
保
育
園
保
育
士
た
ち
が
集

う
保
育
協
議
会
が
開
く
催
し
。
今
年

で
12
回
目
。
子
ど
も
が
楽
し
め
る
い

ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
毎
年
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
は
保
育
士
た
ち
の
手

づ
く
り
劇
。
今
年
は「
７
匹
の
子
ヤ

ギ
」を
上
演
。
子
ど
も
た
ち
の
大
き

な
歓
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
７
種
類
約
３
万
本
の
つ

つ
じ
が
咲
き
誇
る
坪
谷
の
牧
水
公
園

で
は
４
月
20
日
、
牧
水
の
里
の
つ
つ

じ
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
牧
水
公

園
は
み
や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８
県
北
会
場
。
み
や
ざ
き
花

の
女
王
も
来
場
し
市
民
に
花
の
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
や
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
な

ど
も
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
穏
や
か
な

春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■７種類３万本のつつじ

■環境にやさしい農業を

■名誉市民の功績を偲
しの
ぶ

■保育士パワー全開

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

日
向
市
東
郷
町

２
０
０
８
年

牧
水
ウ
ォ
ー
ク

２
つ
の
光
が

私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
。

い
結
束
と
、　　
　

い
灯 

︱
。

赤

消
防
団
の
一
体
的
な
運
用

を
図
る
た
め
２
つ
の
消

防
団
は
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
1
日
発
足
し
た
新
日
向

市
消
防
団
の
初
代
団
長
に
は
、
日

髙
繁
憲
さ
ん（
本
町
）が
就
任
。

黒
木
市
長
が
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
。
そ

の
崇
高
な
精
神
で
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
、
市
民
の
期
待
に

応
え
て
く
だ
さ
い
」と
日
髙
消
防

団
長
に
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
団
長
が
副
団
長
５

人
、
分
団
長
・
副
分
団
長
12
人
に

そ
れ
ぞ
れ
辞
令
を
交
付
し
、「
初

心
に
返
り
、
と
も
に
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
消
防
団
を
作
っ
て
い

こ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

日
髙
消
防
団
長
率
い
る
10
分

団
51
部
、
団
員
定
員
９
０
４
人

の
新
生「
日
向
市
消
防
団
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

再
編
成
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
日
向
市
東
郷
町
消
防
団
の
副
団

長
は
以
前
の
ま
ま
で
、
２
つ

の
分
団
を
設
け
、
第
９
分
団

お
よ
び
第
10
分
団
と
し
た
。

・
東
郷
町
消
防
団
の
部
の
名
称
を

第
41
部
か
ら
第
51
部
と
し
、
第

47
部（
寺
迫
）を
第
８
分
団
に

編
入
し
た
。

・
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
職
員
で
構
成
す
る
消
防

団
本
部
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
と
し
団
長
付
け
と
し
た
。

青
青
色
回
転
灯
装
備
車
両（
通

称
＝
青
パ
ト
）の
出
発
式

が
４
月
13
日
、
市
役
所
で
あ
り

ま
し
た
。
青
パ
ト
と
は
、
青
色

回
転
灯
を
つ
け
た
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
こ
と
で
す
。

　

日
向
市
青
少
年
指
導
委
員
連

絡
協
議
会（
会
長
柏
田
元ゆ
き
の
ぶ照

）95
人

は
、
登
下
校
時
の
立
ち
番
や
、
青

少
年
の
見
守
り
な
ど
地
域
に
根
ざ

し
た
青
少
年
の
育
成
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
青
少
年
指
導

員
35
人
が
青
パ
ト
乗
務
資
格
の
講

習
を
受
け
県
警
本
部
か
ら
の
乗
務

許
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
18
人
が
自
分
の
車

を
宮
崎
陸
運
局
な
ど
に
自
主
防

犯
活
動
車
と
し
て
届
け
出
し
て

認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
柏
田
会
長
が
、

「
青
少
年
の
指
導
や
高
齢
者
宅
へ

の
声
掛
け
な
ど
の
通
常
巡
回
や

自
然
災
害
に
も
対
応
し
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
り
づ
く
り
に
活
用
し

ま
す
」と
決
意
を
宣
言
。

　

関
係
者
ら
約
１
０
０

人
が
拍
手
で
見
送
る
中
、

警
察
車
両
に
先
導
さ
れ

た
青
パ
ト
10
台
が
市
内

パ
ト
ロ
ー
ル
に
向
け
出

発
し
ま
し
た
。
民
間
車

に
よ
る
青
パ
ト
導
入
は

市
内
で
は
初
め
て
。

　

青
い
光
が
安
全
、
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
走
り
出
し
ま
し
た
。
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公
開
抽
選　
6
月
25
日
㈬　

午
前
9

時
か
ら
12
時（
有
資
格
者
に
よ
る
公
開

抽
選
）。

抽
選
会
場　
市
中
央
公
民
館

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
建
築
住
宅

課
管
理
係（
☎
内
線
２
３
５
２
）、
東

郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー（
☎
69
︲

２
１
１
１
）

　

日
向
市
と
中
国
・
山
東
省

坊
市

は
、
昭
和
61
年
に
友
好
都
市
を
締
結

し
、
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

日
向
市
・

坊
市
交
流
促
進
協
議

会
で
は
、
友
好
交
流
を
目
的
に

坊

市
を
旅
行
す
る
人
に
対
し
て
、
次
の

と
お
り
旅
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対
象
者　

本
市
に
住
所
が
あ
る
人
、

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
人
。

対
象
と
な
る
旅
行　
３
日
以
上（
２
泊

３
日
）
坊
市
に
滞
在
す
る
場
合
。
滞

在
の
上
限
は
10
日
間（
９
泊
10
日
）。

助
成
の
額　
日
本
、
中
国
間
の
国
際

航
空
運
賃
、
お
よ
び

坊
市
内
で
の

宿
泊
料
の
合
計
額
の
一
部
。

そ
の
他　
旅
行
後
に
は
、
報
告
書
の

提
出
を
求
め
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
・

坊
市
交
流
促
進
協
議
会
事
務
局
＝

総
務
課
総
務
係（
☎
内
線
２
２
２
３
）
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日
向
市
ひ
ま
わ
り
基
金
事
業
推
進

協
議
会
で
は
、
平
成
20
年
度
日
向
市

市
民
活
動
団
体
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

の
第
�
期
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
主
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会

の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、
あ
な
た
も

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

実
施
期
間　
6
月
か
ら
翌
年
3
月
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
。

募
集
人
数　
15
人
程
度（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

参
加
費
用　
無
料

主
な
活
動
内
容　
講
演
会
の
企
画
・

実
施
、
市
内
宿
泊
研
修
、
視
察
研
修

お
よ
び
報
告
会
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

実
施
な
ど
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
市
民
協
働

課
市
民
協
働
係（
☎
内
線
２
８
５
３
）

　

市
は
、
第
29
回
日
向
市
美
術
展
覧

会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。
絵
画
・

デ
ザ
イ
ン
、
書
、
写
真
、
工
芸
・
彫

刻
の
各
部
門
で
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
６
月
14
日
㈯
か
ら
22
日
㈰

　
　
　

６
月
18
日
㈬
は
休
館
。

会
場　
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

作
品
受
付
、
搬
入
日　
６
月
10
日
㈫
、

11
日
㈬　

※
出
品
票（
事
務
局
に
備
え

付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品

と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
内
㈶
日
向
市
文
化
振
興
事
業

団
＝
同
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
54
︲

６
１
１
１
）

　　

市
は
、「
う
る
お
い
福
祉
基
金
事
業
」

で
、
福
祉
の
向
上
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
民
間

の
福
祉
事
業
な
ど（
団
体
な
ど
の
運
営

資
金
と
し
て
の
助
成
は
対
象
外
）に
対

し
て
、
最
高
30
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
申
請
書
、
事

業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
名
簿
、

規
約
な
ど
。
※
申
請
書
な
ど
は
、
福

祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

応
募
締
切　
５
月
30
日
㈮

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福

祉
政
策
係（
☎
内
線
２
１
６
０
）

と
き　
６
月
14
日
か
ら
９
月
27
日
の

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
。（
初
級
）

午
前
10
時
15
分
か
ら
12
時
15
分
、（
中

級
以
上
）午
後
１
時
15
分
か
ら
３
時
15

分
。

と
こ
ろ　
市
中
央
公
民
館

講
師　
矢
口
貴
子
さ
ん（
宮
崎
県
点
訳

指
導
員
）

受
講
料　
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
１
、０
０
０
円
必
要
）。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
７
１
）

と
き　
６
月
３
日
か
ら
翌
年
１
月
６

日
の
毎
月
第
１
、
第
３
火
曜
日
。
午

前
10
時
15
分
か
ら
11
時
45
分
。

と
こ
ろ　
市
中
央
公
民
館

講
師　
宮
澤
信
雄
さ
ん（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

受
講
料　
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
１
、０
０
０
円
必
要
）。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
７
１
）

　

春
の
ひ
と
と
き
、
と
し
ょ
か
ん
ま

つ
り
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
５
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
。

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館

内
容　
一
日
と
し
ょ
か
ん
い
ん
、
手

作
り
コ
ー
ナ
ー
、
お
は
な
し
会
、
古

本
市
、と
つ
ぜ
ん
紙
芝
居
、本
展
示（
４

月
22
日
か
ら
５
月
11
日
）

●
問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館（
☎
54

︲
１
９
１
９
）

市役所は☎52-2111・東郷町地域自治センターは☎69-2111

　
　

　

第
13
回
宮
崎
国
際
音
楽
祭
ス
ペ
シ

ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム「
奇
跡
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
レ
オ
ン
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
ピ
ア

ノ
・
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
」。
30
代
で

突
如
右
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
後
も
、

左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
レ
オ
ン
。
40
年
ぶ
り
に
そ
の

病
を
克
服
。
奇
跡
の
復
活
を
果
た
し

た
演
奏
を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
21
日
㈬　

開
場
＝
午
後

６
時
30
分　

開
演
＝
７
時

と
こ
ろ　
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

全
席
自
由

２
、０
０
０
円
・
学
割
１
、０
０
０
円
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー（
☎
54
︲
６
１
１
１
）

　

牧
水
が
生
涯
の
友「
平ひ
ら
が
し
ゅ
ん
こ
う

賀
春
郊

（
財さ
い
ぞ
う蔵

）」宛
に
、
苦
悩
と
喜
び
を
綴
っ

た
奇
跡
の
書
簡
。
第
3
部
は
、
既
刊

の
牧
水
全
集
に
未
収
録
の
書
簡
を
時

代
ご
と
に
展
示
。
森
羅
万
象
に「
命
の

破
片
」を
追
い
求
め
た
歌
人
若
山
牧
水

の
肉
筆
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
４
月
20
日
㈯
か
ら
６
月
22
日
㈰

と
こ
ろ　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館（
東

郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地
）

●
問
い
合
わ
せ　
若
山
牧
水
記
念
文

学
館（
☎
68
︲
９
５
１
１
）

催　

し

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

福
祉
事
業
に
助
成
し
ま
す

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
開
期
間　
５
月
１
日
か
ら
６
月
30

日公
開
場
所　
市
役
所
２
階
市
民
情
報
室

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
、
当
面

の
間
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ　
行
政
経
営
課
行

政
経
営
係（
☎
内
線
２
２
１
７
）

　
「
行
政
相
談
」は
国
や
県
、
市
町
村

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、

そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

日
向
市
で
は
新
名
惠
美
子
さ
ん（
江

良
）、
黒
木
英
行
さ
ん（
永
江
）、
岩
見

次
夫
さ
ん（
鶴
野
内
）の
３
人
が
行
政

相
談
員
と
し
て
無
料
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

相
談
日
お
よ
び
場
所　
毎
月
の「
広
報

ひ
ゅ
う
が
」相
談
日
程
コ
ー
ナ
ー
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

※
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
、
最
寄

り
の
国
の
行
政
評
価
事
務
所
な
ど
に

つ
な
が
る
行
政
苦
情
１
１
０
番
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
苦
情
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
︲
０
９
０
１
１
０

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
市
民
相
談

係（
☎
内
線
２
１
４
０
）

④
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
、
ま

た
は
療
育
手
帳
・
精
神
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
た
め
に
生

計
同
一
者
が
所
有
し
、
運
転
す
る
軽

自
動
車

⑤
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人
が
所
有
し
、

常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
軽
自

動
車

⑥
身
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
構

造
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

　

平
成
20
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
申
請
す
る
人
は
、
５
月
27
日
㈫

（
納
期
限
７
日
前
）ま
で
に
、
納
税
通

知
書（
納
付
せ
ず
に
）、
身
体
障
害
者

手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持

参
し
て
税
務
課
市
民
税
係
、
ま
た
は

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要

で
す
。
ま
た
普
通
車
と
の
減
免
の
重

複
は
で
き
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
区
分
、

程
度
よ
っ
て
は
減
免
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
市

民
税
係（
☎
内
線
２
１
２
６
）

　

市
立
図
書
館
と
各
公
民
館
図
書
室

は
、
蔵
書
点
検
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
館
内
を

整
理
す
る
た
め
、
次
と
お
り
休
館
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　
６
月
１
日
㈰
か
ら
16
日

㈪（
各
公
民
館
は
９
日
㈪
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館（
☎
54

︲
１
９
１
９
）

　

現
在
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
は
、
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
、
基
準
と
な
る
所
得
の
超

過
で
受
給
し
て
い
な
い
人
は
、
５
月

１
日
㈭
か
ら
５
月
30
日
㈮
の
間
に
、

あ
ら
め
て
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
平
成
19
年
分
の
所
得
額
が

下
が
っ
て
い
た
り
扶
養
人
数
が
増
え

て
い
た
り
す
る
と
、
申
請
月
の
翌
月

か
ら
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
請
求
者
の
印
鑑
・

保
険
証
・
金
融
機
関
通
帳
を
持
参
し
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
期
間
が
過
ぎ
る
と
支

給
開
始
月
が
遅
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子

育
て
支
援
係（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
行
政
評

価
の
報
告
書
と
政
策
・
施
策
・
事
務

事
業
の
各
評
価
表
を
、
次
の
と
お
り

公
開
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

と
き　
６
月
３
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階
軽
ス
ポ
ー
ツ
室

※
な
お
、
選
挙
の
日
程
は
、
６
月
29

日
㈰
告
示
、
７
月
６
日
㈰
投
・
開
票

と
な
る
見
込
み
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
☎
内
線
２
２
３
１
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
納
税
通
知

書
は
５
月
初
め
に
各
世
帯
な
ど
へ
発

送
し
ま
し
た
。
納
期
限
は
６
月
２
日

㈪
で
す（
※
通
常
は
５
月
31
日
が
納
期

限
。
今
年
は
土
曜
日
の
た
め
翌
週
月

曜
日
）。
な
お
、
次
に
該
当
す
る
軽
自

動
車
は
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
と
認
め

ら
れ
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精

神
障
が
い
者
、知
的
障
が
い
者（
以
後
、

身
体
障
が
い
者
な
ど
）が
所
有
し
、
自

ら
運
転
す
る
軽
自
動
車

③
身
体
障
が
い
者
な
ど
が
所
有
し
、

障
が
い
者
の
た
め
に
生
計
同
一
者
が

運
転
す
る
軽
自
動
車

お
知
ら
せ

　

市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
期
間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

・
と
き　
6
月
�
日
㈪
か
ら
11
日
㈬

の
間（
土
、
日
除
く
）。
午
前
9
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
。

・
と
こ
ろ　

６
月
２
日
㈪
の
み
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
１
階
会
議
室
。
６
月

３
日
㈫
以
降
は
、
市
役
所
建
築
住
宅

課
管
理
係（
南
別
館
1
階
）、
お
よ
び

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口
。

募
集
戸
数　
若
干
数（
申
込
書
配
布
時

に
詳
細
を
説
明
）。
な
お
、
現
在
空
き

の
な
い
住
宅
で
も
、
入
居
の
待
機
順

の
抽
選
を
し
ま
す
。

申
込
資
格　
①
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
勤
務
し
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
。
②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
人（
単
身
で
の
申
し
込
み
を
希

望
す
る
人
は
、
要
相
談
）。
③
収
入
基

準（
公
営
住
宅
法
に
よ
り
計
算
し
た
入

居
者
、
お
よ
び
同
居
親
族
の
過
去
1

年
間
の
収
入
月
額
が
20
万
円
以
下
）を

満
た
す
人
。
④
市
税
、
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
な
い
人
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
平
成
20
年
度

（
平
成
19
年
分
）所
得
証
明
書
、
誓
約

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募　

集

日向市のホームページアドレス　　		http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/URL

６
月
１
日
㈰
か
ら
16
日
㈪
は

市
立
図
書
館
な
ど
は
休
館

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

行
政
評
価
結
果
を
公
開

ご
意
見
お
待
ち
し
て
ま
す

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

児
童
手
当
認
定
請
求
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

５
月
19
日
か
ら
25
日
は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

日
向
市
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

塾
生
を
募
集

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
届
出
手
続
等
説
明
会

５
月
10
日
㈯

春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

５
月
21
日
㈬

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

日
向
市
美
術
展
覧
会

作
品
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
・

い
ぼ
う坊

市
友
好
交
流

事
業
助
成
金

牧
水
書
簡
展
第
3
部
開
催
中

６
月
22
日
㈰
ま
で
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環	境	問	題
■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

　
　

各
支
所
・
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
日
知
屋
公
民
館
、
環

境
整
備
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
環
境
整

備
課
に
直
接
持
参
す
る
か
、郵
送
、

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

整
備
課（
☎
内
線
２
６
６
１
、
直

通
☎
53
︲
２
２
５
６
、

53
︲

９
２
６
０
）

　

ま
た
、
市
内
で
活
躍
中
の
リ
サ

イ
ク
ル
ア
ー
ト
画
伯
・
安
達
實
成

さ
ん
の
ア
ー
ト
展
も
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
身
近
な
家
庭
ご
み

を
見
つ
め
環
境
問
題
を
考
え
る
良

い
機
会
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
ご
み
の
減
量
・
発
生
抑

制
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き　
６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時

か
ら
午
後
２
時
30
分（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　
サ
ン
ド
ー
ム
日
向

式
典　
地
域
美
化
功
労
者
表
彰
・

ご
み
減
量
推
進
功
労
者
表
彰
・
ポ

ス
タ
ー
・
習
字
優
秀
作
品
表
彰
。

腐
葉
土
・
ひ
ま
わ
り
の
種
の
配
布

　

市
の「
草
木
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

で
排
出
さ
れ
た
腐
葉
土（
チ
ッ
パ

ー
く
ず
）と
ひ
ま
わ
り
の
種
を
セ

ッ
ト
で
先
着
２
５
０
人
に
進
呈
。

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
展

　

ご
み
と
な
る
材
料
を
使
っ
た
ア

ー
ト
作
品
を
展
示
。

リ
サ
イ
ク
ル
ゲ
ー
ム

　

資
源
物
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
。

時
間
は
、
午
前
10
時
、
午
後
１
時

の
２
回
。も
れ
な
く
賞
品
を
進
呈
。

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
を

「
環
境
フ
ェ
ス
タ
５ご

み
ゼ
ロ

３
０
」フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

募
集
区
画　
80
区
画

出
店
料　
無
料

受
付
期
間　

５
月
16
日
㈮（
定
数

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

出
店
申
込　
申
込
用
紙
は
、
市
民

課
、東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

　

5
月
30
日
か
ら
6
月
5
日
は
、

日
向
市
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
週
間
で
す
。
市
は
推
進
事

業
の
一
つ
と
し
て「
考
え
よ
う
！

資
源
は
有
限
、
再
利
用
」を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
６
月
１
日
㈰
、

サ
ン
ド
ー
ム
日
向
で
第
５
回「
環

境
フ
ェ
ス
タ
５ご

み
ゼ
ロ

３
０
」を
開
き
ま

す
。
当
日
は
、
環
境
を
楽
し
く
学

べ
る
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
・
作
っ
て

あ
そ
ぼ
う
遊ゆ

う
ゆ
う遊
コ
ー
ナ
ー
・
展
示

コ
ー
ナ
ー
）を
開
設
し
ま
す
。

■
６
月
１
日
㈰

　
環
境
フ
ェ
ス
タ
５ご
み
ゼ
ロ

３
０

17 市役所は☎52-2111・東郷町地域自治センターは☎69-2111

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

相	談	日	程
■
人
権
相
談

と　

き　

５
月
30
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
・
南
日
向

公
民
館
・
細
島
公
民
館

■
行
政
相
談

と　

き　

５
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

 

＊　
　

＊

と　

き　

５
月
30
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

 

＊　
　

＊

※
行
政
相
談
は
毎
月
第
２
、
第
３

金
曜
日
、午
前
９
時
30
分
～
正
午
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」で
受
付
中
。

（
☎
55

－

１
６
６
０
）

■
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

と　

き　

５
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

予
約（
☎
69

－

２
２
０
９
）

 

＊　
　

＊

と　

き　

５
月
22
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

予
約（
市
民
課
内
線
☎
２
１
４
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と　

き　

５
月
22
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

と　

き　

５
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
5�

－

５
４
３
４
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

５
月
19
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
保
険
係（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　
（
月
、
火
、
木
、
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
55

－

１
６
６
０
）

■
青
少
年
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き　

毎
週 

火
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対　

象　

幼
児
、小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
　

青
年
な
ど
。

と
こ
ろ　

市
教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
☎
54

－

８
１
８
１
）

ス	ポ	ー	ッ

み
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
と
と
も
に
年
齢
や
体
力
を
問
わ

ず
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ（
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
）の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
昨
年
度
は「
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
」と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
者
講
習
会
を
開
く
な
ど
し

て
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
は
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
の
代
わ
り
に
、

　

市
は
、
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
と
と
も
に
親
子
で
楽
し
め
る
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち

や
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
少
な
い

保
護
者
た
ち
に
気
軽
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
東
郷
地
区
で
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
き
ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
郷
地
区
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
き　
5
月
16
日
か
ら
30
日　

毎

週
金
曜
日　

午
後
7
時
30
分
か
ら

9
時
30
分（
全
3
回
）。

と
こ
ろ　
東
郷
東
公
民
館

内
容　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
キ
ン
ボ
ー

ル
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
な
ど
。

定
員　
親
子
50
組
程
度

参
加
料　
無
料

申
込
締
切　

5
月
9
日
㈮（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）。

申
込
方
法　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号（
主
に
連
絡
が
と
れ
る

も
の
）に
つ
い
て
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込

■
東
郷
地
区

　
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
わ
ら
か
な
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
を
使
う
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
を
合
わ

せ
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
は
、
次
の
と

お
り
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
教
室
を
開
き

ま
す
。
家
族
や
友
達
と
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
教
室

と
き　
6
月
16
日
㈪
、
23
日
㈪

午
後
7
時
30
分
か
ら
9
時
30
分

（
全
�
回
）。

と
こ
ろ　
市
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
技
術
指
導

定
員　
50
人
程
度

参
加
料　
無
料

申
込
締
切　

6
月
10
日
㈫（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）。

申
込
方
法　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号（
主
に
連
絡
が
と
れ
る

も
の
）に
つ
い
て
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
53
︲
４
７
９
１

56
︲
０
０
１
８
）、

bunka@
hyugacity.jp

郷土の文化財を
訪ねて　　　⑳歴	史	探	訪

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

い
ま
す
。

元
禄
２
年（
１
６
８
９
年
）
の

「
美
々
津
絵
図
」で
も
宝
行
院
や
宝

持
院
、
大
泉
院
な
ど
の
修
験
者
と

み
ら
れ
る
人
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
美
々
津
に
は

古
く
か
ら
修
験
者
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。

美
々
津
に
多
い「
橋
口
」と
い
う

姓
の
先
祖
も
、
そ
の
中
の
一
派
で

天
文
年
間（
１
５
３
２
～
１
５
５
４

年
）に
美
々
津
へ
来
て
、
愛
宕
大

権
現（
今
の
愛
宕
神
社
）を
創
建

し
、
そ
の
後
、
真
言
宗
長
福
寺
を

開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
長
福
寺
の
跡（
美
々
津

町
新
町
）に
は
、
神
道
祖
霊
社
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
敷
地
内
に

は
幕
末
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
古
い
建
物
と
、
切

り
立
っ
た
が
け
の
間
の
狭
い
空
間

に
あ
る
庭
園
は
、
名
勝「
橋
口
氏

庭
園
」と
し
て
昭
和
32
年
、
県
の

文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

池
、
石
組
み
、
樹
木
が
人
為
的

に
配
置
さ
れ
、
背
後
に
そ
そ
り
立

つ
が
け
や
自
然
林
と
み
ご
と
に
調

和
し
て
い
る
の
が
、
橋
口
氏
庭
園

の
最
大
の
特
徴
で
魅
力
で
す
。

美
し
い
日
本
の
自
然
を
表
現
し

よ
う
と
し
た
、
造
園
技
術
者
の
意

図
が
う
か
が
え
ま
す
。

橋
口
氏
庭
園
を
だ
れ
が
造
っ
た

の
か
︱
こ
の
こ
と
つ
い
て
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
長
福
寺
の
総
本
山
で

あ
る
京
都
醍
醐
寺
の
庭
園
を
ま
ね

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
の
技
術
者
の
手
で
造
ら
れ
た

も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

京
都
醍
醐
寺
の
庭
園
は
、
安
土

桃
山
時
代
に
造
ら
れ
て
い
る
の

で
、
橋
口
氏
庭
園
は
そ
れ
よ
り
後

に
造
ら
れ
た
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。

古
く
美
々
津
に
は
、
山
の
中
を

ひ
た
す
ら
歩
き
修
行
を
す
る
山
伏

と
呼
ば
れ
る
修
験
者
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。

和
歌
山
県
那
智
大
社
に
伝
わ
る

中
世
の
古
文
書
に
は
、
美
々
津
に

修
験
者
の
集
団
が
住
ん
で
い
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
島
津
家
文
書
」に
薩
摩

藩
主
・
島
津
家い

え
ひ
さ久（

１
５
７
８
～

１
６
３
８
年
）が
上
洛
し
た
際
に
、

美
々
津
へ
立
ち
寄
り
修
験
者
の
接

待
を
受
け
た
︱
と
も
記
さ
れ
て

■
美
々
津
の
橋
口
氏
庭
園

美
々
津
の
橋
口
氏
庭
園

納期限内に納めましょう

軽自動車税	 	

納 期 限　 ６ 月 ２ 日 ㈪
（口座振替日　	 	 	 	 ５月 26 日）

今月の納税

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
出
店
者
を
募
集

■
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を

　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
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	 人　口	 62,736	 人	 〈ー346〉
	 男	 29,527	 人	 〈ー155〉
	 女	 33,209	 人	 〈ー191〉
	世帯数	 24,369	 世帯	 〈ー		66	〉

	転　入	 371 人	 転　出	 721 人
	出　生	 60 人	 死　亡	 56 人
		面　積　	 	 	336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

白石	蓮
れん
ちゃん

（財光寺）

本田	千
ち え り
愛ちゃん

（財光寺）

市役所は☎52-2111・東郷町地域自治センターは☎69-2111

日曜在宅医の確認は☎53－1214へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）
電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

〜止まって確認！無事故に挑戦〜

２月中の交通事故
	人身事故	 死亡	 負傷者	 物損事故
　41件	 0 人	 47 人	 91 件
	（＋10）	（± 0）	 （＋8）	 （ー17）

日向市の人口と世帯（現住人口）
　含む外国人登録者／H20.4.1 現在

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
９
日
㈮

　
　
　

５
月
30
日
㈮

対
象
／
平
成
�0
年
２
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
13
日
㈫

対
象
／
平
成
19
年
10
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
５
月
15
日
㈭

対
象
／
平
成
19
年
４
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
14
日
㈬

対
象
／
平
成
18
年
10
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
５
月
�1
日
㈬

対
象
／
平
成
16
年
10
月
生
ま
れ

受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　
午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

・
３
か
月
児

　
午
後
０
時
45
分
～
１
時

・
７
か
月
児

　
午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

子
ど
も
の
体
格
が
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
子
ど
も

の
基
礎
体
力
や
運
動
能
力
は
落
ち

て
い
ま
す
。
体
力
低
下
の
大
き
な

原
因
は
、
外
で
遊
ば
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
運
動
不
足
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
適
度
な
運
動
は
、

肥
満
を
予
防
し
、
胃
腸
の
働
き
を

よ
く
し
、
心
肺
機
能
を
高
め
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
な
ど
、
よ
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
、
生
涯
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、

体
を
動
か
す
心
地
よ
さ
を
教
え
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

１
日
１
回
は
、
屋
外
で
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
期
は
基
礎
的
な
体
力
を

つ
け
る
時
期
。
こ
の
時
期
に
き
ち

ん
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
丈
夫
な

体
を
つ
く
り
ま
す
。
１
日
１
回
は

外
に
出
て
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ
家

の
中
で
も
で
き
る
だ
け
体
を
使
っ

た
遊
び
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

大
人
も
一
緒
に
、
外
で
子
ど
も
と

遊
び
ま
し
ょ
う
。

た
ま
に
は
大
人
も
体
を
動
か
し

て
子
ど
も
と
外
で
遊
び
ま
し
ょ

う
。
自
分
た
ち
が
幼
い
こ
ろ
、
よ

く
遊
ん
だ
遊
び
を
教
え
た
り
し
て

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、
こ
ま
め

に
体
を
動
す
習
慣
を
。

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
の
た

め
に
は
、
家
の
手
伝
い
な
ど
日
常

生
活
の
中
で
積
極
的
に
体
を
動
か

す
こ
と
も
大
切
で
す
。「
新
聞
を

取
っ
て
き
て
」「
犬
の
散
歩
に
行

こ
う
」な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
子
ど
も
に
も
で
き
る
こ
と
を

習
慣
づ
け
な
が
ら
、
こ
ま
め
に
体

を
動
か
す
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
時
間
を
決
め
て
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
を
。

目
の
健
康
や
、
運
動
不
足
の
防

止
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見

る
時
間
や
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
合

わ
せ
て
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
を
吸
う
と
、
血
管
が
収

縮
し
て
血
流
が
悪
く
な
り
、
血
圧

や
心
拍
数
が
上
昇
し
て
心
臓
に
負

担
を
か
け
ま
す
。
さ
ら
に
中
性
脂

肪
を
増
や
し
た
り
、
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
た
り
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
ま
す
。

こ
の
た
め
血
管
に
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
る「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」で
予
防
し

よ
う
と
し
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。
タ
バ
コ
を
吸
う

こ
と
で
、
そ
の
危
険
性
が
高
く
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な

い
人
よ
り
も
、
脳
卒
中
で
死
亡
す

る
危
険
度
が
２
倍
以
上
、
心
臓
病

で
は
４
倍
以
上
も
高
い
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
た
め
に
、
苦
手
な
運

動
を
始
め
た
り
、
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
し
た
り
と
、
今
の
生
活
習

慣
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
ま
す

ま
す
タ
バ
コ
に
手
が
伸
び
て
し
ま

う
よ
う
で
は
、
何
の
目
的
で
生
活

習
慣
を
変
え
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す

ね
。タ

バ
コ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

だ
け
で
な
く
、
肺
が
ん
や
全
身
の

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
の
発
生
に
関
わ

り
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
タ
バ
コ
を
吸
い
続

け
る
と
気
道
や
肺
を
常
に
刺
激
し

た
り
傷
つ
け
た
り
す
る
た
め
、
た

え
ず
咳
や
痰た

ん

が
出
る
慢
性
気
管
支

炎
や
、
呼
吸
困
難
を
伴
う
肺
気
腫

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
妊
娠
中
の
喫
煙
は
、
子
宮

や
胎
盤
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
低

出
生
体
重
児
の
出
産
や
、
早
産
、

流
産
、
死
産
、
出
生
児
の
先
天
異

常
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を

も
高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
疾
病
な
ど
に
対
す
る

危
険
性
は
タ
バ
コ
を
吸
う
本
人
だ

け
で
な
く
、
タ
バ
コ
の
煙
に
さ
ら

さ
れ
、
そ
れ
を
吸
わ
さ
れ
る
周
囲

の
人「
受
動
喫
煙
」の
場
合
に
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
31
日
は
、
世
界
禁
煙
デ
ー

で
す
。
自
分
の
健
康
の
た
め
、
大

切
な
家
族
の
健
康
を
タ
バ
コ
の
害

か
ら
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
禁
煙
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
理
由
を
、

は
っ
き
り
さ
せ
る
。

②
禁
煙
の
決
意
を
、
周
囲
に
公
表

す
る
。

③
誘
惑
の
多
い
場
所
は
避
け
る
。

④
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
っ
た

ら
、
気
を
そ
ら
す（
水
や
お
茶

を
飲
む
、
深
呼
吸
す
る
、
う
が

い
を
す
る
、
散
歩
や
軽
い
運
動

を
す
る
、
歯
を
磨
く
な
ど
）。

⑤
禁
煙
し
た
後
の
自
分
の
姿
を
想

像
し
て
み
る
。

■
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課

（
☎
内
線
２
１
８
４
）

健	康	家	族 道	駅	探	検
■
タ
バ
コ
は

　
メ
タ
ボ
の
共
犯
者

　

道
の
駅	

と
う
ご
う

潮音特製行楽弁当
750円から1000円（要予約）

家族や友達で、初
夏の行楽にお出

掛けの計画を考えてい
る人におすすめ。ボリ
ュームたっぷりのレス
トラン潮音特製のお弁
当はいかがですか？	予
約制なので、すぐにお
渡しできます。その他、
温泉での団体料理でも
利用できます。

道
の
駅	

日
向

■市民の皆さんへお得な情報です
＊お舟出とくトクカレンダー＊
※QRコード対応の携帯電話をお持ちの
人は、下のコードを読み取ると簡単にア
クセスすることができます。

■
お
舟
出
の
湯

　
５
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

今
月
の
定
期
寄
席

　

５
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

サ
ン
パ
ー
ク
健
康
体
操
教
室

　

５
月
16
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら

・
参
加
料　

１
、５
０
０
円（
弁

当
、お
茶
、入
浴
・
温
泉
タ
オ
ル
付
）

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
27
日
㈫
、
28
日
㈬

・
募
集
定
員　

各
日
50
人

・
料
金　

１
、５
０
０
円（
賞
品
、

弁
当
、
お
茶
、
入
浴
付
）

サービスの内容など
随時更新していま
す！どうぞご覧くだ
さい。

５月の休館日
７日㈬、１９日㈪

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
☎ 56－3800
●営業時間
午前10時～午後10時

URL http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
日向市ホームページからもアクセスできます。

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・TA
BETEN

N
A

I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮し
お
ね音　

情
報

海の見えるレストランで
お食事をしませんか？

URL

■
物
産
セ
ン
タ
ー
詩し

き
さ
い

季
彩

　
物
産
セ
ン
タ
ー
詩
季
彩
で
は
、

地
元
の
お
土
産
や
お
食
事
な
ど
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

奥
日
向
路
へ
向
け
て
ド
ラ
イ
ブ

や
行
楽
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社

　

☎
68

－

３
０
７
２

　

休
館
日
は
年
末
年
始
の
み
。

ふ
る
さ
と
市
場
開
催
日

　
毎
週
、
水
・
土
・
日
、
祝
日

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

ふ
る
さ
と
味
工
房
☎
68

－

３
０
７
０

純手造り	牧水みそ
1㌔パック650円　700㌘パック500円

鶴野内にある農産
加工施設でつく

られた合わせ麹（こう
じ）と、東郷で生産され
た大豆を使用した手作
り味噌です。酸化防止
剤などは一切添加して
いません。安心して食
べられる牧水みそ。ぜ
ひ一度ご賞味ください。

安全・安心
からだにやさしい 

▼
お
ね
が
い
だ
よ「
う
め
」。
ボ
ク
の
か
わ

り
に
う
ん
と
長
生
き
し
て
、
み
ん
な
の
こ

と
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
ん
だ

︱
。
白
血

病
、
骨
髄
移
植
、
そ
し
て
旅
立
ち･･･

白

血
病
と
闘
っ
た
少
年
と
愛
犬
の
物
語
▼
平

成
18
年
４
月
30
日
、
黒
木
翔
太
さ
ん（
享
年

15
歳
）は
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
２
年
、
母
、
い
の
代
さ
ん（
平
岩
）は
、

絵
本「
ボ
ク
と
う
め
」と
、
家
族
の
記
録
を

綴
っ
た
本「
空
の
向
こ
う
の
青
い
空
」を
出

版
。
最
後
ま
で
辛
く
厳
し
い
治
療
を
続
け

な
が
ら
精
一
杯
生
き
た
、
翔
太
さ
ん
の
魂

が
ど
う
か
安
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い

︱
そ
ん
な
家
族
み
ん
な
の
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
▼
い
つ
か
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
お
す
す
め
の
２
冊
で
す
。

	
	

	
					

〈
さ
〉

☟
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣

５月 18日㈰
フリーマーケット開催
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色鮮やかな７種類、約３万本のつつじが咲き誇る東
郷町坪谷の牧水公園で４月20日、牧水の里のつつじ
祭りが開かれました。（表紙写真は、公園内を散策す
る甲斐正人・菜

な つ み

採さん夫妻と愛娘心
こ こ な

菜ちゃん：塩見）
この日は、若山牧水記念文学館の若山牧水書簡展第3
部「牧水肉筆のぬくもり」展オープンと重なり、たく
さんの人で、公園内はにぎわいました。牧水が生涯
の友「平

ひらがしゅんこう

賀春郊（財
さいぞう

蔵）」宛に、苦悩と喜びを綴った奇
跡の書簡。既刊の牧水全集に未収録の書簡を時代ご
とに展示しています。森羅万象に「命の破片」を追い
求めた、歌人「若山牧水」の肉筆の魅力を紹介。休館
日は、毎週月曜日。６月22日㈰まで開かれています。
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